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■主要都市である那覇市や浦添市、宜野湾市、沖縄市に夜
間人口は集中している。

■北部では名護市、南部では糸満市、豊見城市も比較的人
口が多い。

資料：平成22年国勢調査 500mメッシュ人口を基に作成

（１）人口分布
①夜間人口
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■従業人口密度は那覇市が全体的に高く、特に市中心部で
高い。また、浦添市や宜野湾市、沖縄市も比較的高い。

（１）人口分布
②従業人口

資料：平成24年経済センサスの町丁目単位の人口を基に作成 2



■現在、計画・実施されている土地区画整理事業及び基地
返還予定地は、中南部に分布している

（２）土地利用
①土地区画整理事業及び基地返還予定地
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資料：「沖縄県の土地区画整理・再開発2014 沖縄県都市計画・モノレール課」

中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想 平成25年１月 沖縄県 関係市町村
外務省HP 沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合計画を基に作成

注）棒グラフに示す基地返還予定地の計
画人口は中間値を示している。
キャンプ瑞慶覧は、返還合意されて
いる地区について、面積で按分した計
画人口を地区別に示している。

事業名 施工者 施工面積 施工期間 計画人口

1 浦添南第一地区 浦添市 82.4ha 平成4年度～平成30年度 8,240人
2 浦添南第二地区 浦添市 60.4ha 平成8年度～平成27年度 6,040人
3 佐真下第二地区 宜野湾市 16.8ha 平成12年度～平成29年度 1,500人
4 安慶田地区 沖縄市 8.67ha 平成21年度～平成30年度 1,100人
5 安慶名地区 うるま市 16.2ha 平成15年度～平成28年度 1,600人
6 竹原地区 宮古島市 23.6ha 平成17年度～平成29年度 1,500人
7 桑江伊平地区 北谷町 45.8ha 平成15年度～平成29年度 4,600人
8 南上原地区 中城村 90.4ha 平成5年度～平成28年度 6,300人

9 西原西地区 西原町 23.7ha 平成18年度～平成28年度 1,700人

10 津嘉山北地区 南風原町 71.4ha 平成5年度～平成30年度 5,200人
11 伊覇地区 八重瀬町 42.5ha 平成9年度～平成27年度 3,400人
12 大湾東地区 読谷村大湾東土地区画整理組合 25.4ha 平成21年度～平成30年度 2,080人
13 アワセ地区 北中城村ｱﾜｾ土地区画整理組合 47.9ha 平成25年度～平成31年度 2,782人

施設名 面積 返還予定年度 計画人口
a ｷｬﾝﾌﾟ桑江南側 67.5ha 2025年度またはその後 2,500 ～ 5,000人
b 陸軍貯油施設第１桑江ﾀﾝｸ・ﾌｧｰﾑ 15.8ha 2022年度またはその後 100 ～ 400人
c ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧 490ha 2014年度以降 15,000 ～ 35,000人
d 普天間飛行場 480.5ha 2022年度またはその後 10,000 ～ 25,000人
e 牧港補給地区 273.7ha 2024年度以降 10,000 ～ 20,000人
f 那覇港湾施設 55.9ha 2028年度またはその後 400 ～ 1,000人

注）キャンプ瑞慶覧の面積及び計画人口は、返還合意されている地区に、返還
可能性がある地区も併せて想定している。



■北部地域：米軍施設は、名護市から恩納村、宜野座村、
金武町にかけて分布している。
■中部地域：読谷村、嘉手納町、宜野湾市等に広く分布して
いる。
■普天間飛行場、牧港補給地区等の施設が返還合意され
ている。

（２）土地利用
②米軍提供施設（本島）
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資料： ：「返還跡地・返還合意施設ガイド」平成26年３月内閣府沖縄総合事務局総務部跡地利用対策課



■外来患者数の多い病院は、名護市、うるま市、那覇地区
に集中している。

（３）主要施設の分布
①県立病院及び地域医療支援病院
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○地域医療支援病院

地域医療を担うかかりつけ医等を支援する能
力を備える医療機関。紹介患者の積極的な受
け入れ、施設・設備の開放等、在宅医療の支
援 、医療機関に対する情報提供等を行う。

病院名 1日平均
外来患者数

データ年次

北部地区医師会病院 157人 平成25年度

沖縄県立北部病院 691人 平成26年度

敬愛会中頭病院 395人 平成25年4月～
平成26年2月

沖縄県立中部病院 1,399人 平成26年度

仁愛会浦添総合病院 326人 平成26年度

かりゆし会ﾊｰﾄﾗｲﾌ病院 476人 平成26年度

那覇市立病院 777人 平成26年度

沖縄県南部医療ｾﾝﾀｰ・
こども医療ｾﾝﾀｰ

1,090人 平成26年度

友愛会豊見城中央病院 958人 平成26年度
資料：県立病院については、沖縄県病院事業会計決算審査意見書

その他については、各病院HP

資料：平成24年度沖縄県立病院年報を基に作成
（患者数は平成23年度外来患者（県内）実績）
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■那覇空港は、那覇市に位置している。
■旅客定期航路が就航する利用者の多い港湾は、那覇市、
本部町、今帰仁村に位置している。

（３）主要施設の分布
②空港・港湾（フェリーターミナル）
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図 入域観光客数の推移

国内線 国際線 合計 データ年次

那覇空港 15,896,797 1,627,688 1,7524,485平成26年

○空港利用者数（人）

○港利用者数（人）

注）国際線通過旅客を除く
資料:「航空管理状況調書」平成26年 国土交通省

内国航路 外国航路 合計 データ年次

那覇ふ頭 56,495 - 56,495平成26年

泊ふ頭 535,390 206,068 741,458平成26年

本部 728,373 - 728,373平成25年

運天 128,214 - 128,,214平成25年

資料:那覇ふ頭、泊ふ頭に関しては、那覇港の統計平成26年那覇港管理組合
本部、運天に関しては、港湾調査年報平成25年 国土交通省

資料:沖縄県HP
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■国際会議等大型施設は、名護市、宜野湾市にある。また、
与那原町にMICE建設予定地がある。

（３）主要施設の分布
④国際会議等大型施設

7

海外（人） 国内（人） 計（人）

沖縄ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 1,408 5,879 7,287

万国津梁館 458 1,304 1,762

○施設別の主な国際会議来場者数（平成26年度）

○新規MICE施設の需要推計
年間開催件数約150件、来場人数77万人

種別 年間開催件数

大規模学会 約20件

大規模ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ・ﾄﾗﾍﾞﾙ 約20件

展示会 約10件

ｺﾝｻｰﾄ・ｲﾍﾞﾝﾄ・その他 約100件

計 約150件

資料：観光要覧 平成26年 沖縄県

資料：沖縄県HP

開催回数 来場者数計（人）

沖縄ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 28回 14,769

万国津梁館 24回 4,417

○施設別の主な国際会議の回数及び来場者数
（平成24年度～平成26年度）



■那覇市での発生・集中密度が高い。
■浦添市では国道58号と国道330号にはさまれるエリア、宜
野湾市では普天間飛行場東側エリアで密度が高い。

■沖縄市は中心部とその周辺エリアで発生・集中密度が高
い。

（４）県民の移動の出発地・目的地（トリップの発生・集中）
○全手段

図 発生交通量密度 図 集中交通量密度

資料 第3 回沖縄本島中南部都市圏 パーソントリップ調査データを基に作成
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図の発生交通量密度、集中交通量密度は、帰宅を目的としたリップを除いている。

（調査は平成18年度に実施）



■名護市を起終点とする交通量（トリップ）が多い。

第1回沖縄北部広域市町村圏パーソントリップ調査を基に作成

（５）分布交通量
①北部

9（調査は平成23年度に実施）



■那覇地区は、那覇市と豊見城市、南風原町、浦添市、宜
野湾市間の交通量(ﾄﾘｯﾌﾟ)が多い。
■中部地区は、沖縄市－うるま市間の交通量(ﾄﾘｯﾌﾟ)が多い。

（５）分布交通量
②中南部

資料 第3 回沖縄本島中南部都市圏 パーソントリップ調査データを基に作成 10（調査は平成18年度に実施）



■中南部の国道58号や国道330号の道路混雑が高い。

（６）道路交通
①現況道路交通量

資料 平成22年度道路交通センサスを基に作成
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上段の値：24時間自動車類交通量
下段の値：混雑度

注）高速道路無料化社会化実験実施時のもの



■幹線道路における日当たり2,000人以上のバス利用者数
は、以下の範囲が多い。
・国道58号：那覇市～宜野湾市
・国道330号：那覇市～沖縄市
・国道329号及び国道507号：那覇市～与那原町

（７）バス交通
○バス利用者の断面交通量

12資料 平成26年 沖縄本島路線バス利用促進方策検討に向けた調査のサンプル調査データを基に作成

km

断面交通量とは、区間ごとのバスに乗っている人数

単位：人／日



■ゆいレールは、那覇空港から首里駅まで運行されている。

■首里駅から西原入口（てだこ浦西駅）への延長整備中
（2019年開業予定）。

■高速バス等との連携を図るため、西原入口（てだこ浦西
駅）で、沖縄自動車道と接続。

（８）モノレール

13資料 沖縄県HP
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■宿泊施設の客室数は、那覇市が最も多く、次いで恩納村
が多い。

（９）観光
①宿泊施設（客室数）

資料 平成26年宿泊施設実態調査データを基に作成 14



■本島内の訪問地域については、「那覇市」が最も多く、次いで、本部
半島」、「北部西海岸」、「南部」、「中部西海岸」と続いている。

（９）観光
②観光客訪問地域

15
回答者が複数の回答している場合があるため、合計値は100％にならない。

72.4％

41.1％

32.8％

32.6％

31.3％
16.8％

8.2％

8.2％

資料 平成25年度観光統計実態調査報告書を基に作成

南部

那覇市

中部西海岸
中部東海岸

北部西海岸
北部東海岸

やんばる（最北部）

本部半島



■レンタカー利用者の来訪先は、那覇市周辺（国際通り～新
都心付近）や北部地域の西海岸沿いが多い。

（９）観光
③レンタカー利用者の目的地と地域別トリップ頻度

資料 第3 回沖縄本島中南部都市圏ﾊﾟｰｿﾝトﾘｯﾌﾟ調査報告書 平成21 年3 月 16



参考 最近の開発事例（新聞報道等）

イオンモール沖縄ライカム 基礎情報 （資料：イオンモール沖縄ライカムＨＰより）

H27.4.26 琉球新報

17無料駐車場 約4000台



参考 今後の開発動向（新聞報道等）
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H27.7.18 琉球新報 H27.7.18 琉球新報

H27.1.17 沖縄タイムス

H27.10.1 沖縄タイムス

H27.5.23 琉球新報


